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Short history of the forestry in the Uwatani region, Nishi Aizu town, Fukushima prefecture
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表－1　「上谷地区－3家の子供、孫世代を含む世帯状況」
宮城教育大学紀要　第49巻　2014
－20－
3）親族（子孫）ネットワークと集落の資源を活かし
た新たな取り組み
上谷地区は人口が年々減少しており、高齢化率も高
い限界集落である。しかし、子ども、孫世代を含める
と、1家庭で集落外の親戚の人数は10～20人になる。田
植えや稲刈りの時期になると手伝いにくる人も多く、
単純な人口数では測れない親戚のネットワークという
ものが存在している。子ども・孫世代たちの居住地は
主に西会津町内であり、車を使って15分程度で集落に
行くことが出来る。子ども、孫世代の親戚たちは集落
外に多数存在し、集落を支える力は温存されていると
言える。彼らが集落に頻繁に戻ってきて、林業を学び、
将来的に集落に帰ってきた後、森林の管理を行える可
能性は高い。
また、上谷地区では平成22年から福島県の事業であ
る、学生の力を活用した集落活性化事業（小金澤他　
2011）を活用している。集落外の人との交流や地域資
源の再発見により、地域が活性化する余地は大いに残っ
ている。
Ⅴ　おわりに
林業の衰退により、森林資源の豊富な東北地方にお
いても、森林の荒廃は発生している。西会津町のよう
に特色を活かした林業をしている地域では、国有林地
帯に比べて森林の荒廃は抑えられているが、森林の荒
廃は確かに進行している。そして、西会津町上谷地区
のライフヒストリー調査によって林業が、上谷地区の
中心であったことと、後継者は集落に帰ってくる可能
性を明らかにした。森林の荒廃を防ぐためには、林業
の担い手が減り、森林の所有が曖昧になる前に後継者
に森林の管理の方法と心構えを伝えていかなければな
らない。
こうした林業の衰退した地域の多くは、中山間地域
で過疎地域である。こうした地域の人口は、ますます
減少の道をたどっている。最近発表された『地方消滅
~東京一極集中が招く人口急減』（増田2014）では、
2040年までに各市町村の20歳代から30歳代の女性人口
の予測数から、市町村が消滅の危機に瀕する多くの市
町村名を発表した。一部に都市部も含まれているもの、
その圧倒的多くは中山間地域・過疎地域の地方の市町
村である。そしてその多くの地域の産業の柱が農業や
林業である。消滅市町村にならないための方策として
は、市町村の農林業のあり方の再構築とその上での交
流人口や地域資源との連携が必要になる。いずれにし
ても、この報告では、林業の再生の方向性を提起できた。
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